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◇公聴会ーご消息披露総局巡回　

◇視点ー「貧困の克服にむけて」

　　　　　ＡＢＡ(アジア仏教徒協会）の取り組み

◇ルポー蒼明学院中等部設立

◇まことの保育全国大会が備後にて開催

◇活動情報＆インフォメーション

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

　▲まことの保育第 32 回全国保育大会

　▲山下義円総務より『ご消息』披露
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公
聴
会

慶
讃
法
要
に
つ
い
て
の
ご
消
息
披
露
総
局
巡
回

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年

立
教
開
宗
８
０
０
年

　

去
る
８
月
21
日
（
水
）、
本
願
寺

備
後
教
堂
に
て
親
鸞
聖
人
御
誕
生

８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶

讃
法
要
に
つ
い
て
の
ご
消
息
披
露
総

局
巡
回
〈
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年

度
備
後
教
区
公
聴
会
〉が
開
催
さ
れ
、

教
区
内
の
僧
侶
寺
族
、
門
信
徒
52
名

が
出
席
し
た
。

　
　

第
１
部
の
御
消
息
披
露
式
典
で
は
、

宗
派
よ
り
出
向
の
山
下
義
円
総
務
よ
り

ご
消
息
の
披
露
及
び
披
露
に
際
し
て
の

趣
旨
演
達
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
藤

本
唯
信
特
命
布
教
講
師
よ
り
記
念
布
教

と
し
て
、
こ
の
度
の
ご
消
息
に
つ
い
て

ご
法
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

第
２
部
の
公
聴
会
で
は
、
総
局
よ
り

報
告
事
項
と
し
て
、

　

①
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

　
　

募
金
」
の
お
願
い
に
つ
い
て 

　

②
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立

　
　

教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
の
意

　
　

義
に
つ
い
て

　

③
「
得
度
式
規
程
」｢

教
師
規
程｣

｢

　
　

布
教
使
課
程
設
置
規
程｣

等
の
制

　
　

定
に
つ
い
て

以
上
の
３
点
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
の
協
議
で
は
、

　

① 

賦
課
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
【
２
０
２
０(

令
和
２)

年
４
月
１

　
　

日
実
施
】

　

② 

僧
侶
育
成
体
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

に
つ
い
て
（
住
職
・
坊
守
）

以
上
の
２
点
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
っ

た
後
、
全
体
で
の
意
見
聴
取
が
行
わ
れ

た
。宗
門
財
政
基
盤
に
対
す
る
質
問
や
、

協
議
事
項
２
点
に
関
す
る
意
見
提
言
が

参
加
者
よ
り
あ
が
っ
た
。

　

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教

　

開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
に
向
け
て

　

周
知
の
通
り
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生

８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃

法
要
は
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に

５
期
30
日
間
で
お
勤
め
さ
れ
る
。
こ
の

度
の
公
聴
会
で
も
、
法
要
に
向
け
た
趣

意
書
の
策
定
が
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
法

要
の
在
り
方
や
、関
連
諸
行
事
を
考
え
、

企
画
す
る
う
え
か
ら
の
課
題
と
し
て
、

主
要
な
点
を
慶
讃
法
要
の
趣
意
付
帯
事
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項
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。（
趣
意
書
・

付
帯
事
項
に
つ
い
て
は
、
宗
報
９
月
号

掲
載
）

　「
得
度
式
規
程
」｢

教
師
規
程｣

｢

布
教

使
課
程
設
置
規
程｣

等
の
制
定

　

こ
の
度
、
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年

２
月
22
日
宗
則
第
１
号
「
得
度
式
規

程
」、
宗
則
第
２
号
「
教
師
規
程
」
及

び
宗
則
だ
３
号
「
布
教
使
過
程
設
置

変
わ
る
僧
侶
育
成
体
系

規
程
」
が
発
布
さ
れ
、「
得
度
式
規
程
」

は
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
４
月
、「
教

師
規
程
」
及
び
「
布
教
使
過
程
設
置
規

程
」
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月

よ
り
施
行
さ
れ
る
。

　

次
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
る
「
得
度
式

規
程
」
に
つ
い
て
は
、
得
度
修
礼
・
得

度
式
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
更

さ
れ
る
。
得
度
修
礼
及
び
得
度
式
に
臨

む
前
に
、
得
度
講
習
会
を
必
ず
受
講

し
、
得
度
講
習
会
受
講
後
に
実
施
さ
れ

る
得
度
考
査
の
合
格
判
定
を
経
て
、
は

じ
め
て
得
度
修
礼
・
得
度
式
に
臨
む
こ

と
が
で
き
る
。
得
度
講
習
会
及
び
得
度

考
査
に
つ
い
て
は
、
関
係
学
校
・
仏
教

学
院
の
在
学
・
卒
業
等
に
よ
り
一
部
免

除
の
対
象
と
な
る
。
そ
の
他
新
シ
ス
テ

ム
移
行
に
伴
う
経
過
措
置
も
含
ま
れ
て

い
る
。

　
「
教
師
規
程
」「
布
教
使
過
程
設
置
規

程
」
に
つ
い

て
も
、
現
行

シ
ス
テ
ム
か

ら
大
き
く
変

更
さ
れ
る
。

※
詳
し
い
変
更
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

宗
報
７
月
号
（
得
度
式
規
程
）、
８
月

号
（
教
師
規
程
）、
９
月
号
（
布
教
使

過
程
設
置
規
程
）
を
参
照
。

「
得
度
式
規
定
」
の
概
要

　
　
　
　
宗
報
７
月
号
要
約

・「
得
度
講
習
会
」
に
つ
い
て

　

現
在
、
得
度
習
礼
を
受
け
る
た
め
に

受
講
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
「
得
度
習

礼
講
習
会
」
に
替
わ
り
、
新
た
に
得
度

考
査
に
向
け
た
学
習
支
援
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
加
え
、
名
称
を
「
得
度
講
習
会
」

と
し
て
、
開
催
し
、
２
０
２
０
年
４
月

以
降
、
考
査
を
受
け
る
前
に
必
ず
受
講

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
講
習
内
容
は
、

　

①
宗
制
の
大
意

　

②
仏
教
の
基
礎
知
識

　

③
法
式
規
範
の
基
礎
知
識

　

④
勤
式
作
法
の
基
礎
。

　

受
講
し
修
了
し
た
方
に
は
、
終
了
証

を
交
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
３
年
間

で
す
。

※
講
習
会
の
免
除

　

①
宗
門
に
関
係
す
る
大
学
及
び
高
等

　
　

学
校
の
う
ち
、
新
た
に
総
局
が
認

　
　

定
し
た
学
校
の
卒
業
者
で
、
当
該

　
　

学
校
が
講
習
会
と
同
等
以
上
の
教

　
　

科
課
程
を
修
得
し
た
こ
と
を
証
明

　
　

す
る
方
。

　

②
仏
教
学
院
の
う
ち
、
新
た
に
総
局

　
　

が
認
定
し
た
仏
教
学
院
を
卒
業
し

　
　

た
方
、
及
び
在
学
中
の
方
で
、
仏

　
　

教
学
院
が
講
習
会
と
同
等
以
上
の

　
　

教
科
課
程
を
修
得
し
た
こ
と
を
証

　
　

明
す
る
方
。

※
新
た
に
総
局
が
認
定
し
た
大
学
及

び
高
等
学
校
で
あ
っ
て
も
、
在
学
生

に
は
こ
の
規
定
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
以
降
の
入

学
生
で
、
在
学
中
に
得
度
受
式
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
当
該
教
育
機
関
に
お

い
て
教
科
課
程
の
履
修
途
中
で
あ
る
た

め
、
講
習
会
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

※
新
た
に
総
局
が
認
定
す
る
教
育
機
関

（
大
学
・
高
等
学
校
・
仏
教
学
院
）
に

つ
い
て
は
、
今
後
改
め
て
総
局
が
精
査

し
、
僧
侶
養
成
に
資
す
る
学
習
環
境
が

整
っ
て
い
る
教
育
機
関
に
つ
い
て
宗
達

で
認
定
い
た
し
ま
す
。
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▲ミャンマーの寺小屋を訪れ文具を手渡す本派の末本弘然・ＡＢＡ顧問

点

視

「
貧
困
の
克
服
に
向
け
て
」
の
取
り
組
み
③

　

今
期
よ
り
宗
門
全
体
と
し
て
取
り

組
む
実
践
目
標
「
貧
困
の
克
服
に

向
け
て
～Dāna for W

orld Peace

～
」
ー
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に

―
を
備
後
教
区
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

教
区
内
に
お
い
て
支
援
活
動
を
続
け

て
い
る
団
体
を
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
紹

介
す
る
。
今
回
は
、
宗
派
を
超
え
て

様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｂ
Ａ

（
ア
ジ
ア
仏
教
徒
協
会
）
の
取
り
組

み
を
、
藤
井
義
英
理
事
長
に
寄
稿
い

た
だ
い
た
。

「
ア
ジ
ア
は
こ
こ
ろ
で
む
す
ば
れ
る
」
を
標
榜
し
て

　

追
悼
慰
霊
を
き
っ
か
け
に
設
立

　
「
ア
ジ
ア
は
こ
こ
ろ
で
む
す
ば
れ
る

～
Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ 　

ｉ
ｎ　

 

Ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ 

ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ　

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

Ａ
Ｓ
Ｉ

Ａ
！
」
を
標
榜
す
る
ア
ジ
ア
仏
教
徒
協

会
（「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ　

 

Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
Ｓ

Ｔ　

 

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」・

以
下
略
称
「
Ａ
Ｂ
Ａ
」）
＝
事
務
局
・

福
岡
市
東
区
香
住
ヶ
丘
五
―
九
―
三
八

　

妙
法
寺
内
＝
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦

共
和
国
（
旧
ビ
ル
マ
）
で
の
戦
争
犠
牲

者
の
追
悼
慰
霊
を
縁
と
し
て
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
一
九
八
二
年
、
太
平

洋
戦
争
の
激
戦
地
・
日
本
兵
お
よ
そ

十
九
万
人
が
戦
死
し
た
と
い
う
旧
ビ
ル

マ
へ
戦
没
者
慰
霊
法
要
団
を
派
遣
。
遺

族
ら
と
と
も
に
、
戦
争
犠
牲
者
の
声
な

き
声
に
耳
を
傾
け
、
戦
後
初
の
日
本
と

ビ
ル
マ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
両
国
の
仏
教
徒

に
よ
る
合
同
慰
霊
法
要
が
実
現
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
戦
友
や
遺
族
ら
か
ら
へ

慰
霊
と
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る

道
場
「
日
本
ビ
ル
マ
世
界
平
和
ナ
ガ
ヨ

ン
パ
コ
ダ
」
を
激
戦
地
・
メ
テ
ィ
ー

ラ
に
建
立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
九
八
三
年
十
一
月
十
一
日
に
ア
ジ
ア

仏
教
徒
協
会
が
設
立
さ
れ
、
初
代
会
長

に
は
元
厚
生
大
臣
の
故
・
小
沢
辰
男
先

生
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

仏
教
徒
と
し
て
の
「
い
の
ち
」
の
共
有

　

パ
ゴ
ダ
建
立
に
は
十
二
年
の
歳
月
を

要
し
て
一
九
九
五
年
に
完
成
し
ま
す

が
、
こ
の
十
二
年
の
時
間
こ
そ
「
Ａ
Ｂ

Ａ
」
の
今
日
の
活
動
の
礎
と
な
っ
た
の

で
す
。
こ
の
十
二
年
間
の
学
び
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
慈
し
み
に
支
え
ら
れ
た
仏

教
徒
と
し
て
の
「
い
の
ち
」
の
共
有
で

あ
り
ま
す
。
当
時
は
政
情
の
混
乱
に
よ

り
食
料
の
供
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
貧

困
家
庭
の
母
子
の
健
康
悪
化
が
激
増
。

国
連
の
統
計
で
は
当
時
の
乳
幼
児
の
死

亡
率
は
百
人
中
三
十
人
と
い
う
状
態
で

支
援
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
Ａ
Ｂ
Ａ
」
で
は
慰
霊
事

業
に
加
え
医
薬
品
な
ど
の
救
援
物
資
の

支
援
、「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
旧
称
・
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
）」、
や
水
の
浄
化
を

手
が
け
た
「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
会
」
と
い
う
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
で
九
五
年
か
ら
五
年
間

に
わ
た
っ
て
支
援
活
動
を
展
開
し
ま
し

た
。
内
容
は
環
境
、
医
療
、
教
育
支
援

が
中
心
。
浄
水
施
設
の
設
置
で
す
。

　

医
療
、
環
境
、
教
育
の
支
援
活
動

　

医
療
面
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ａ
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
現
地
理
事
で
あ
る
吉
岡
秀
人
医
師

の
活
動
を
支
援
。
吉
岡
医
師
は
こ
う
し

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
体
験
を
も
と
に

二
〇
〇
四
年
、
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ー
ト
」（
現
在
は
最
高
顧
問
）

を
設
立
。
翌
年
に
は
全
体
重
一
〇
㌔
な

の
に
、
首
の
腫
瘍
が
二
㌔
あ
る
と
い
う

三
歳
の
チ
ョ
ー
・
ス
ー
・
ウ
ィ
ン
君
を

日
本
の
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で

手
術
。「
こ
こ
に
い
の
ち
あ
る
か
ぎ
り
」

と
題
し
て
テ
レ
ビ
東
京
で
放
映
さ
れ
感

動
を
呼
び
ま
し
た
。「
ひ
と
り
一
つ
の

い
の
ち
」
に
こ
だ
わ
り
、
自
身
の
長
年

の
海
外
医
療
の
経
験
を
も
と
に
、
医
療
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東
ア
ジ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
目
指
し

活
動
の
さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
目
指
し

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
も
と
よ
り
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
に
も
活
動
の
場
を
広
げ
て
い

る
吉
岡
医
師
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
で
は
九
七
年
か
ら
、
こ
れ
ま
で

に
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
寺
小
屋
学
校
を
設
立
。
二
〇
〇
一

年
ま
で
に
五
校
開
校
し
ま
し
た
が
、
今

も
運
営
さ
れ
て
い
る
の
は
「
永
平
寺
総

合
小
学
校
」（
約
七
〇
〇
名
）だ
け
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
集
約
と
し
て
「
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

と
題
し
て
「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ　

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
子
ど
も
基
金
）」
を
設
立

し
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ

て
、
二
〇
一
一
年
、
第
三
五
回
正
力
松

太
郎
賞
「
奨
励
賞
」
を
、

二
〇
一
四
年
に
は
第
三
八

回
同
賞
「
本
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

韓
国
と
の
青
少
年
交
流
も

　

さ
ら
に
〇
四
年
か
ら
は

韓
国
と
の
青
少
年
と
の
交

流
へ
と
広
げ
ま
し
た
。
大

韓
仏
教
曹
溪
宗
の
外
郭
団

体
社
団
法
人
「
パ
ー
ラ

ミ
ー
タ
青
少
年
協
会
」
と

東
ア
ジ
ア
の
未
来
を
担
う

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
目
ざ
し
仏
教
を
通

じ
た
「
日
韓
青
少
年
交
流
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
隔
年
で
互

い
の
国
に
青
少
年
を
派
遣

▲ミャンマーの寺小屋の視察風景

し
、
テ
ン
プ
ル
ス
テ
ィ
や
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
を
通
じ
て
、
互
い
の
伝
統
文
化
を

学
び
合
い
、
相
互
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
今
年
は
八
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で

ソ
ウ
ル
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
宗

門
校
で
あ
る
東
九
州
龍
谷
高
等
学
校
の

宗
教
部
の
聖
歌
隊
（
ナ
ム
ナ
ム
ガ
ー
ル

ズ
）
も
参
加
し
て
交
流
し
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｂ
Ａ
」
は
超
宗
派
と
い
う
厳

し
い
側
面
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

二
〇
一
一
年
か
ら
新
体
制
を
発
足
さ

せ
、
新
た
に
「
安
心
と
連
帯
に
満
ち
た

社
会
創
造
の
た
め
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
活
動
を
展
開
。
賛
同
・
協
力
者

も
曹
洞
宗
、
天
台
宗
、
正
法
事
門
法
華

宗
、
浄
土
宗
、
真
言
宗
各
派
、
臨
済
宗

各
派
、
浄
土
真
宗
な
ど
へ
と
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

（
報
告
者
＝
ア
ジ
ア
仏
教
徒
協
会
理
事

長
・
比
婆
組
西
教
寺
住
職
）
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学
校
法
人
淳
和
学
園
（
笠
岡
市
笠

岡
）
は
、
岡
山
龍
谷
高
校
の
校
舎
を

活
用
し
、
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
、

蒼
明
学
院
中
等
部
を
開
校
す
る
。

〝
中
学
校
だ
け
私
学
と
い
う
新
し
い

選
択
を
！
〟　

こ
の
聞
き
な
れ
な
い

フ
レ
ー
ズ
を
耳
に
し
た
教
育
関
係
者

の
誰
し
も
が
、
驚
き
と
共
に
、
興
味

を
引
か
れ
た
と
い
う
。
あ
り
そ
う
で

な
か
っ
た
新
た
な
教
育
の
形
。
全
国

で
も
類
を
見
な
い
新
し
い
発
想
の
中

学
校
と
な
る
。
言
語
、
哲
学
、
サ
イ

エ
ン
ス
、
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
た
最

先
端
の
授
業
メ
ソ
ッ
ド
で
何
事
に
も

好
奇
心
を
も
ち
、
色
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
３
年
間
で
自

分
を
語
る
こ
と
の
で
き
る
生
徒
を
育

て
て
い
く
。

　
　
　
（
文
責
・
教
区
報
専
門
委
） som

ei

蒼
明
学
院
中
等
部
２
０
２
０
年
春
開
校

　

開
校
を
予
定
し
て
い
る
の
は
、
笠
岡

市
に
あ
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
宗
門

校
で
あ
る
岡
山
龍
谷
高
校
を
運
営
す
る

学
校
法
人
淳
和
学
園
。
岡
山
龍
谷
高
校

は
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
現
校

名
へ
変
更
以
来
、
数
々
の
学
校
改
革
を

行
い
、
受
験
生
の
大
幅
増
加
、
ユ
ネ
ス

コ
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
加
盟
な
ど
教
育
面

の
充
実
、
難
関
国
公
立
大
学
や
有
名
私

立
大
学
へ
の
進
学
率
も
年
々
増
加
し
、

部
活
動
も
盛
ん
。
浄
土
真
宗
の
み
教
え

に
基
づ
い
た
教
育
の
も
と
、
心
豊
か
な

人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
現
在
た
く
さ

ん
の
生
徒
が
学
び
を
深
め
て
い
る
。

　

そ
ん
な
淳
和
学
園
が
こ
の
度
、
中
学

校
を
開
校
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ

も
、
岡
山
龍
谷
高
校
の
付
属
で
は
く
、

高
等
学
校
へ
の
進
学
は
、
他
の
国
立
・

県
立
・
私
立
を
自
由
に
受
験
で
き
る
新

た
な
形
の
私
立
中
学
校
を
目
指
し
て
い

る
。
校
名
は
、
蒼
明
（
そ
う
め
い
）
学

院
中
等
部
で
あ
る
。
詳
し
い
内
容
を
伺

う
べ
く
、
校
長
就
任
予
定
で
現
淳
和
学

園
専
務
理
事
の
中
村
好
孝
先
生
に
お
話

を
聞
い
た
。

　

委
員　

蒼
明
学
院
中
等
部
の
教
育

方
針
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

先
生　

蒼
明
学
院
の
目
指
す
教
育

は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
「
自

分
の
哲
学
」
を
も
ち
、

常
に
新
し
い
こ
と
に

「
挑
戦
」
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
情
報
と
物

が
溢
れ
、
私
た
ち
は

便
利
で
快
適
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
ク

リ
ッ
ク
ひ
と
つ
で
世

界
中
か
ら
買
い
物
も

で
き
る
時
代
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
と
同

時
に
私
た
ち
は
何
か

を
失
い
続
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、「
疑
問

を
持
つ
こ
と
」
と
「
勇

気
」
と
「
行
動
へ
の
責
任
」
で
す
。

　

あ
る
本
で
見
か
け
た
言
葉
が
強
烈
に

い
つ
も
頭
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
常
識
と
は
95
％
の
大
衆
意
識
が
作
り

出
し
た
幻
想
で
あ
る
―

　

私
た
ち
の
学
校
は
隠
さ
れ
た
５
％
の

本
質
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
の
出
来
る

眼
を
育
て
ま
す
。
そ
し
て
失
敗
を
大
い

に
奨
励
し
、
そ
の
先
の
挑
戦
を
称
賛
す

る
風
土
を
生
み
出
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
」
か
ら
始
ま
る
世
界
を

冒
険
す
る
旅
。
何
事
に
も
好
奇
心
を
も

ち
、
色
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
繰
り
返
し

な
が
ら
３
年
間
で
自
分
を
語
る
こ
と
の

〝
中
学
校
だ
け
私
学
と
い
う
新
し
い
選
択
を
〟
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で
き
る
人
へ
。
夢
を
夢
で
終
わ
ら
せ
な

い
人
へ
。
蒼
明
学
院
中
等
部
は
ま
さ
に

「
未
来
の
中
学
校
」
で
す
。

　

こ
の
教
育
を
具
現
化
し
て
い
く
の

が
、
言
語
・
哲
学
・
科
学
・
デ
ザ
イ
ン

を
重
視
し
た
最
先
端
の
教
育
メ
ソ
ッ
ド

で
あ
る
蒼
明
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
で
す
。

言　
　

語
＝
徹
底
し
た
言
語
ト
レ
ー
ニ

　
　
　
　
　

ン
グ

哲　
　

学
＝
普
遍
性
や
本
質
を
考
え
る

　
　
　
　
　

力
を

科　
　

学
＝
サ
イ
エ
ン
ス
系
コ
ン
テ
ス

　
　
　
　
　

ト
へ
全
員
参
加

デ
ザ
イ
ン
＝
21
世
紀
を
切
り
開
く
２
つ

　
　
　
　
　

の
思
考
方
法
を
習
得

こ
の
４
つ
を
教
育
の
柱
と
し
、
世
界
基

準
の
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
等
部
の
校
舎
に
は
、
教
室

と
は
別
に
自
由
で
活
発
な
学
び
を
実
現

す
る
空
間
、
全
国
初
の
専
用
ラ
ボ
を
完

備
し
て
い
ま
す
。
主
に
午
後
か
ら
の
合

教
科
の
探
究
活
動
や
美
術
・
技
術
の
デ

ザ
イ
ン
、
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。
生
徒
の
熱
意
は
、

こ
の
自
由
な
空
間
の
中
で
活
発
に
動
き

回
り
、
ア
イ
デ
ア
を
呼
び
起
こ
し
て
い

き
ま
す
。
時
に
は
先
生
た
ち
と
対
等
に

議
論
し
、
時
に
は
ゲ
ス
ト
講
師
を
交
え

て
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化
す
る
作
業
を

し
、
そ
し
て
時
に
は
他
国
の
友
人
と
意

見
交
換
を
交
わ
し
ま
す
。
本
校
の
教
育

活
動
を
象
徴
す
る
場
所
で
す
。

　

委
員　

こ
れ
か
ら
の
教
育
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？　
　

　

先
生　

少
子
化
が
加
速
す
る
中
、

一
昔
前
と
現
在
で
は
、
教
育
現
場
を
取

り
巻
く
環
境
に
も
大
き
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
知

恵
を
絞
り
、
特
色
を
出
し
合
う
。
生
き

残
り
を
か
け
た
学
校
改
革
は
、
私
立
に

限
ら
ず
公
立
の
学
校
に
ま
で
及
ぶ
。
大

乗
仏
教
の
精
神
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え

を
建
学
の
精
神
と
す
る
宗
門
校
も
例
外

で
は
な
い
。
そ
の
様
な
風
潮
の
中
、
淳

和
学
園
は
、
全
国
で
も
類
を
見
な
い
新

し
い
発
想
の
中
学
校
を
開
校
す
る
。

　

取
材
を
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
生
き

残
り
を
か
け
る
と
い
う
学
校
本
位
の
発

想
と
は
真
逆
で
あ
っ
た
。
目
指
す
は
、

学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
の
教
育
。
未
来
を
見

据
え
て
、
新
た
な
時
代
を
切
り
開
い
て

い
け
る
人
材
の
育
成
を
、
充
実
し
た
教

育
内
容
、
環
境
の
中
、
中
学
校
生
活
の

３
年
間
で
育
ん
で
い
く
。
蒼
明
学
院
中

等
部
の
教
育
に
、
今
後
注
目
し
た
い
。

　　問合せ先

蒼明学院中等部
　（認可申請中）

TEL0865-63-2525

https://somei.ed.jp/
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「
ま
こ
と
の
保
育
第
32
回
全
国
保
育
大
会
」
が
福
山
に
て
開
催

▲研修会場・福山ニューキャッスルホテル内の様子

　

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
７
月
27
日

（
土
）・
28
日
（
日
）
の
２
日
間
、
福
山

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
を
会
場

に
、
専
如
ご
門
主
様
ご
臨
席
の
も
と
、

「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 
ま
こ
と
の
保
育 

第
32
回
全
国
保
育
大
会
」
を
備
後
教
区

保
育
連
盟
担
当
に
て
開
催
さ
れ
た
。
全

国
各
地
よ
り
、
４
９
３
名
の
参
加
者
、

宗
派
御
一
行
、
役
職
者
来
賓
等
併
せ
て

総
勢
５
１
７
名
の
皆
様
と
と
も
に
学

び
、
ま
た
交
流
親
睦
を
深
め
る
機
会
と

な
っ
た
。

　

１
日
目
、
開
会
式
で
は
、
神
辺
千
鶴

幼
稚
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
幼

児
の
お
つ
と
め
を
し
、参
加
者
皆
で「
私

た
ち
の
ち
か
い
」
を
唱
和
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
専
如
ご
門
主
よ
り
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
髙
輪
真
澄
保
育
連
盟

理
事
長
の
ご
挨
拶
、
大
会
会
長
よ
り
歓

迎
の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
式
中
に
永
年
勤
続
表
彰
式
を

行
い
、
園
長
・
設
置
者
・
施
設
長
勤
続

30
年
以
上
対
象
者
７
名
、
職
員
勤
続
30

年
以
上
対
象
者
５
名
、
職
員
勤
続
20
年

以
上
対
象
者
15
名
、
職
員
勤
続
10
年
以

上
対
象
者
27
名
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
１

名
に
登
壇
い
た
だ
き
、
山
下
義
円
保
育

連
盟
副
会
長
よ
り
表
彰
状
及
び
記
念
品

を
授
与
い
た
だ
い
た
。

　

開
会
式
後
の
基
調
講
演
で
は
、
武
蔵

野
大
学
学
長　

西
本
照
真
先
生
に
「
み

ほ
と
け
さ
ま
の 

こ
ど
も
に
な
っ
て
」

と
題
し
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
ご
自
身

が
武
蔵
野
大
学
付
属
幼
稚
園
で
園
長
を

し
て
お
ら
れ
た
と
き
の
お
話
を
お
聞
き

し
、
保
育
現
場
に
お
け
る
宗
教
的
情
操

教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
多
く
の
喩
え

を
用
い
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
お
話
い

た
だ
い
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
京
都
造
形
芸
術
大

学
文
明
哲
学
研
究
所
准
教
授
・
齋
藤
亜

矢
先
生
に
「
絵
筆
を
も
っ
た
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
～
絵
を
描
く
心
の
進
化
と
発
達

～
」
と
題
し
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
進

化
の
過
程
で
ヒ
ト
は
な
ぜ
絵
を
描
く
よ

う
に
な
っ
た
の
か
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と

の
描
画
行
動
の
比
較
か
ら
見
え
て
き
た

違
い
や
子
ど
も
た
ち
の
絵
が
ど
の
よ
う

に
発
達
し
て
い
く
の
か
、
子
ど
も
た
ち

の
芸
術
的
想
像
力
や
可
能
性
に
つ
い
て

映
像
も
交
え
な
が
ら
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

夕
食
交
流
会
で
は
、
尾
道
で
活
動
し

て
い
る
し
ま
な
み
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
皆
さ
ま
に
ご
出
演
い
た
だ
き
、

小
さ
な
バ
イ
オ
リ
ン
を
肩
に
お
き
演
奏

す
る
子
ど
も
の
姿
に
こ
こ
ろ
温
ま
る
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
。
ま
た
、
備
後
教
区

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
教
区
内
各
地

の
名
産
品
を
揃
え
た
お
楽
し
み
抽
選
会

を
開
催
し
た
。和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

参
加
者
各
々
親
睦
交
流
を
深
め
た
。

　

２
日
目
は
、
朝
の
お
つ
と
め
の
後
、

藤
間
幹
夫
本
願
寺
派
布
教
使
よ
り
、
ま

こ
と
の
保
育
の
根
本
で
あ
る
あ
み
だ
さ

ま
の
お
こ
こ
ろ
を
分
か
り
や
す
く
お
話

い
た
だ
い
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
安
芸
教
区
佐
伯
西

組
大
龍
寺
坊
守
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

二
階
堂
和
美
先
生
よ
り
、「
音
楽
と
仏

教
」
を
テ
ー
マ
に
自
ら
の
子
育
て
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ

い
た
。
先
生
の
心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
歌

声
に
感
動
を
覚
え
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
大
会
実
行
委
員
長

よ
り
御
礼
の
ご
挨
拶
の
後
、
次
回

２
０
２
１
年
の
全
国
大
会
引
き
受
け
教

区
と
な
る
岐
阜
教
区
保
育
連
盟
・
近
藤

利
尊
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
大
会
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

備
後
教
区
は
、
加
盟
園
11
園
と
全
国

的
に
み
て
も
小
規
模
教
区
と
な
る
。
全

国
大
会
引
き
受
け
に
あ
た
っ
て
は
、
会

場
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
、
大
会
ス
タ
ッ
フ
確

保
の
問
題
等
、
不
安
材
料
を
抱
え
た
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、
企
画
準
備
段
階

か
ら
大
会
当
日
ま
で
、
各
園
の
先
生
方

の
積
極
的
な
参
画
の
お
か
げ
も
あ
り
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
盛
会
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　

　

※
16
㌻
に
写
真
掲
載

jimu04
ハイライト表示
まことの保育

jimu04
ハイライト表示
福山にて開催
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▲樋口雅明先生

Ｎｅｗｓ
　   ＆
活動情報

　
差
別
表
記
に
つ
い
て

同
朋
三
者
懇
話
会

　
「
同
朋
三
者
懇
話
会
の
歩
み
に
学
ぶ

基
礎
講
座
」
を
、
４
月
23
日
（
火
）
に

本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
開
催
し
た
。
講

師
に
真
宗
大
谷
派
大
泉
寺
比
後
孝
住
職

を
お
迎
え
し
、「
親
鸞
聖
人
に
と
っ
て

の
『
王
舎
城
の
人
々
の
物
語
』
の
中
心

課
題
と
は
―
「
是
旃
陀
羅
」
の
持
つ
意

味
―
」と
題
し
て
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

経
典
の
差
別
語
表
記
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
、
考
え
る

機
会
と
な
っ
た
。

　

寺
族
婦
人
会
連
盟（
藤
井
慈
委
員
長
）

は
、
去
る
５
月
８
日
（
水
）、
若
婦
人

研
修
会
を
開
催
し
54
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
こ
の
度
の
研
修
会
は
世
羅
組
担
当

に
て
明
善
寺
を
会
所
に
開
催
し
た
。
研

修
の
講
師
に
二
胡
奏
者
の
姜
暁
艶
さ
ん

を
お
招
き
し
、「
若
い
人
へ　

～
二
胡

で
奏
で
る
慈
し
み
の
心
～　

」
と
題

し
講
演
を
い
た

だ
い
た
。
講
演

中
は
実
際
に
二

胡
の
演
奏
も
あ

り
、
美
し
い
二

胡
の
音
色
を
聞

き
な
が
ら
、
参

加
者
一
同
和
や

か
な
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
。

　

５
月
19
日
（
日
）、
尾
道
市
万
福
寺

を
会
場
に
備
後
教
区
仏
教
青
年
連
盟
主

催
に
よ
るOTERACE　

H
OUSE

（
教

区
の
つ
ど
い
）
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
す
で
に
お
寺
と
ご
縁

の
あ
る
青
年
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
縁

の
な
か
っ
た
方
に
お
寺
の
魅
力
・
仏
教

の
魅
力
を
発
信
す
る
場
と
し
て
、ま
た
、

人
と
人
と
の
ご
縁
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
開
催
し
、
募
集
人
数
40
名
（
男
性
20

名
、
女
性
20
名
）
の
と
こ
ろ
定
員
を
超

え
て
ご
参
加
頂
い
た
だ
い
た
。

　

本
派
更
生
保
護
事
業
協
会
備
後
教
区

支
部
の
総
会
・
研
修
会
を
６
月
13
日

（
木
）
に
開
催

し
た
。『
非
行

少
年
の
心
の

闇
』
を
テ
ー

マ
に
、
非
行

に
走
る
少
年

達
の
諸
問
題

に
つ
い
て
、

樋
口
雅
明
先

生
（
広
島
少

年
鑑
別
所
地

域
非
行
防
止

調
整
官
）
よ
り
ご
教
示
頂
い
た
。

　

去
る
６
月
５
日
（
水
）、
寺
族
婦
人

会
連
盟
（
藤
井
慈
委
員
長
）
は
総
会
・

研
修
会
を
備
後
教
堂
に
て
開
催
し
、
65

名
が
参
加
し
た
。午
前
中
の
総
会
で
は
、

仏  

　
青

　
お
寺
、
仏
教
の
魅
力
を
発
信

更
正
保
護

　
非
行
に
走
る
少
年
の
諸
問
題

ビ
ハ
ー
ラ

　
公
開
講
座
を
開
催

議
長
進
行
の
も
と
前
年
度
事
業
決
算
の

報
告
、
本
年
度
事
業
計
画
、
予
算
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
出
席
者
よ
り
承
認
さ

れ
た
。

　

午
後
か
ら
の
研
修
会
で
は
、
安
芸
教

区
広
陵
西
組
善
法
寺
坊
守　

前
田
純
代

先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
た
だ
い

ま
入
院
中
」
と
題
し
、
参
加
者
と
同
じ

境
遇
で
あ
る
坊
守
と
し
て
の
立
場
か

ら
、
ご
自
身
の
経
験
も
交
え
わ
か
り
や

す
く
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

６
月
18
日
（
火
）、
ビ
ハ
ー
ラ
備
後

の
総
会
及
び
公
開
講
座
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
ビ
ハ
ー
ラ
備
後

の
振
り
返
り
、
そ
し
て
今
年
度
の
活
動

寺  

　
婦

　
姜
暁
艶
さ
ん
を
お
招
き
し
て

寺  

　
婦

　
総
会
・
研
修
会

▲前田純代坊守

jimu04
ハイライト表示
いただいた。

jimu04
ハイライト表示
いただいた。
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門
信
徒
部
会

(

６
～
９
月)

(

６
～
９
月)

４
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

11
日　

教
堂
常
例
法
座

　
　
　

少
年
連
盟
連
絡
協
議
会（
安
芸
）

12
日　

仏
婦
総
会
・
幹
部
研
修
会（
ロ
ー

　
　
　

ズ
コ
ム
）

14
日　

仏
壮
総
会
・
研
修
会

16
日　

同
朋
社
会
部
会

17
日　

現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
会
議

　
　
　

布
教
団
団
長
・
副
団
長
会
議

19
日　

更
生
保
護
小
理
事
会

23
日　

同
朋
三
者
懇
話
会
の
歩
み
に
学

　
　
　

ぶ
基
礎
講
座

25
日　

法
式
法
務
専
門
委
員
会

５
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

７
日　

門
信
徒
部
会

８
日　

寺
婦
若
婦
人
研
修
会
（
世
羅
組

　
　
　

明
善
寺
）

９
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

　
　
　

保
育
連
盟
総
会
全
体
会

10
日　

平
和
の
つ
ど
い
小
実
行
委
員
会

　
　
　

教
区
実
践
運
動
事
業
検
討
委
員
会

　
　
　

布
教
団
役
員
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

13
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
役
員
会

16
日　

教
区
実
践
運
動
総
会
・
全
体
会

17
日　

ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
会

　
　
　

少
年
連
盟
役
員
会

2019

　
法
要
執
行
に
あ
た
っ
て

 

勤
　
　
式

　

６
月
24
日
（
月
）、「
法
要
の
組
み
立

て
方
」
を
テ
ー
マ
に
前
期
勤
式
研
修
会

を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
本
願
寺
の
邊
春
真
乗
会
役
者

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
、
法

要
を
執
行
す
る
に
あ
た
り
、
会
奉
行
・

会
係
と
し
て
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
際
の

注
意
点
、
差
定
作
成
時
の
留
意
点
を
学

ぶ
研
修
会
と
な
っ
た
。

　

６
月
27
日
（
木
）、「
同
朋
講
座
」
を

本
願
寺
備
後
教
堂
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

講
題
「
日
本
の
精
神
医
療
は
特
殊
で

あ
る
―
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

―
」
に
つ

い
て
、
野

田
正
彰
先

生
（
精
神

科
医
）
よ

り
諸
外
国

と
の
比
較

を
交
え
な

が
ら
ご
教

示
頂
い
た
。

　
同
朋
講
座
開
催

同
朋
社
会
部

▲邊春真乗会役者

▶
野
田
正
彰
先
生

報
告
を
行
っ
た
。

　

午
後
の
公
開
講
座
で
は
、
山
本
耕
嗣

本
願
寺
派
布
教
使
（
福
山
市
西
公
民
館

館
長
・
紙
芝
居
師
）
よ
り
「
母
の
病
と

死
を
ご
縁
と
し
て
」
を
ご
講
題
に
、
阿

弥
陀
様
に
お
任
せ
し
、
共
に
人
生
を
生

き
ぬ
か
せ
て
い
た
だ
く
出
遇
い
を
ご
縁

と
し
て
、
ご
法
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

６
月
20
（
木
）
日
に
備
後
教
区
布
教

団
研
修
会
並
び
に
総
会
、
21
日
（
金
）

に
は
夏
期
布
教
大
会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
、
本
願
寺
派
司
教
・
内
藤
昭

文
和
上
（
大
分
教
区
下
毛
中
組
法
行
寺

住
職
）
を
お
招
き
し
て
、
初
日
に
講
義

▶
内
藤
昭
文
和
上

布  

教  

団

　
夏
期
布
教
大
会
開
催

▲山本耕嗣布教使

と
二
日
目
に
お
取
次
ぎ
を
い
た
だ
い

た
。

　

夏
期
布
教
大
会
出
講
者
（
敬
称
略
）

苅
屋
光
影
（
深
津
組
光
行
寺
）

田
井
智
彦
（
備
中
里
組
蓮
乗
寺
）

栗
原
一
乗
（
世
羅
組
浄
楽
寺
）

那
須
英
信
副
団
長（
沼
隈
南
組
善
正
寺
）

jimu04
ハイライト表示
いただいた。
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７
月
３
日
（
水
）、「
人
権
問
題
現
地

学
習
会
」
と
し
て
、「
社
会
福
祉
法
人

ひ
と
は
」
を
訪
ね
た
。「
社
会
福
祉
法

人
ひ
と
は
」
は
、
昨
年
度
「
平
和
の
つ

ど
い
」
講
師
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い

た
寺
尾
文
尚
先
生
が
理
事
長
を
務
め
ら

れ
て
お
り
、
地
域
と
の
関
わ
り
や
施
設

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
、
人
権
に

関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

７
月
12
日
（
金
）、
三
次
組　

圓
勝

寺
に
て
三
次
組
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
仏
教
婦

人
会
研
修
会
に
併
せ
て
、
備
後
教
区
布

教
団
青
年
布
教
大
会
を
開
催
ｓ
い
た
。

　

出
講
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

鎌
倉
義
雄
（
三
谿
組
専
教
寺
）

枝
廣
慶
樹
（
深
津
組
崇
興
寺
）

山
名
諒
子
（
芦
田
組
西
圓
寺
）

柿
原
興
乘
（
御
調
東
組
永
正
寺
）

佐
藤
知
水
（
中
組
光
榮
寺
）

ま
と
め
の
法
話
は
北
山
祐
章
副
団
長

（
沼
隈
南
組
光
源
寺
）

　

７
月
16
日
（
火
）、
ビ
ハ
ー
ラ
備
後

の
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
や
す
ら
ぎ
講
座
が
開

催
さ
れ
、15
名
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

午
前
午
後
を
通
し
て
、
講
師
に
臨
床
心

理
士
の
武
田
正
文
先
生
（
山
陰
教
区
邑

智
東
組
高
善
寺
衆
徒
）
を
お
招
き
し
、

「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
『
心
に
寄
り

添
う
』
を
考
え
る
」
を
講
題
に
講
演
を

い
た
だ
い
た
。

　

武
田
先
生
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
の
経
験
を
基
に
、
主
に
子

ど
も
と
の
関
わ
り
や
向
き
合
い
方
、
心

理
学
の
観
点
か
ら
「
寄
り
添
う
」
と
は

何
か
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。
目
の
前

の
方
を
ま
ず
大
切
に
す
る
と
い
う
視
点

か
ら
、
身

近
な
方
々

へ
の
寄
り

添
う
姿
勢

を
学
ぶ
こ

と
が
で
き

た
。

19
日　

仏
青
教
区
の
つ
ど
い
（
沼
隈
西

　
　
　

組
万
福
寺
）

22
日　

同
朋
社
会
部
会

24
日　

世
界
仏
婦
説
明
会

28
日　

寺
婦
役
員
会

31
日　

同
朋
三
者
懇
話
会
で
の
課
題
の

　
　
　

共
有
並
び
に
経
典
か
ら
学
ぶ
差

　
　
　

別
の
現
実
を
課
題
と
す
る
僧
侶

　
　
　

研
修
会
に
関
す
る
合
同
学
習
会

　
　
　
（
以
下
合
同
学
習
会
）

６
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

２
日　

仏
青
連
絡
協
議
会
（
～
３
日
）

３
日　

同
朋
三
者
懇
話
会　
（
尾
道
人

　
　
　

権
セ
ン
タ
ー
）　

４
日　

法
式
法
務
専
門
委
員
会

５
日　

寺
婦
総
会

７
日　

門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い

８
日　

仏
壮
全
国
大
会　

小
委
員
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座　

12
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

　
　
　

門
推
世
話
人
会

13
日　

保
護
司
総
会
・
研
修
会
・
理
事
会

14
日　

全
国
保
育
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　

教
区
・
教
堂 

会
計
監
査

17
日　

教
堂
責
役
総
代
会

　
　
　

中
四
国
寺
族
青
年
大
会
（
～
18

　
　
　

日
安
芸
）

18
日　

ビ
ハ
ー
ラ
総
会
・
公
開
講
座

20
日　

布
教
団
総
会
・
研
修
会　

21
日　

布
教
団
夏
期
布
教
大
会

　

少
年
連
連
盟
（
脇
本
寿
真
委
員
長
）

で
は
、
７
月
19
（
金
）
日
本
願
寺
備
後

教
堂
に
て
少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会

を
開
催
し
た
。
こ
の
度
の
研
修
会
は
、

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
企
画
会
議
」
と
題

し
、
各
組
・
寺
院
に
お
い
て
取
り
組
ま

れ
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
情
報
交
換

を
行
う
と
と
も
に
、
ネ
タ
紹
介
と
し

て
、
福
山
大

学
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
サ
ー
ク

ル
の
模
擬
パ

フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
残
蝋
を

使
っ
た
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り

体
験
な
ど
を

行
っ
た
。

　

仏
教
壮
年
会
連
盟
（
甲
田
正
規
理
事

長
）
は
、
本
年
度
夏
期
研
修
会
を
７
月

21
日
（
日
）、
三
谿
組
立
泉
寺
を
会
場

　
人
権
問
題
現
地
学
習
会

同
朋
社
会
部

布  

教  

団

　
夏
期
布
教
大
会
開
催

　
人
権
問
題
現
地
学
習
会

ビ 

ハ 

ー 

ラ

▶
武
田
正
文
臨
床
心
理
士

　
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
向
け
て

少
　
　
年

　
夏
期
研
修
会
開
催仏

　
　
壮

jimu04
ハイライト表示
７月１９日（金）

jimu04
ハイライト表示
開催した。
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24
日　

前
期
勤
式
研
修
会

25
日　

寺
院
振
興
対
策
委
員
会

　
　
　

組
長
会

26
日　

仏
婦
連
絡
協
議
会
（
～
27
日 

　
　
　

四
州
教
区
）

27
日　

同
朋
講
座

　
　
　

合
同
学
習
会

28
日　

第
四
連
区
門
推
連
絡
協
議
会

　
　
　
（
～
29
日　

四
州
教
区
）

７
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

１
日　

連
区
布
教
使
研
修
会
（
～
２
日
山
口
）

２
日　

布
教
団
連
絡
協
議
会
（
山
口
）

３
日　

ひ
と
は
人
権
問
題
現
地
学
習
会

　
　
　

中
四
国
少
年
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　
　
　
（
～
４
日　

安
芸
教
区
）　

５
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

９
日　

ご
縁
づ
く
り
委
員
会

10
日　

平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会　

　
　
　
（
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

青
年
布
教
大
会
（
三
次
組
圓
勝
寺
）

　
　
　

７
月
豪
雨 

一
周
忌
法
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
芸
教
区
）

16
日　

ビ
ハ
ー
ラ
や
す
ら
ぎ
講
座

17
日　

仏
壮
全
国
大
会
行
事
部
会
議　

　
　
　
　
　
　
　
（
三
次
組　

源
光
寺
）

18
日　

全
国
保
育
大
会
実
行
委
員
会

19
日　

少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会

　
　
　

少
年
連
盟
総
会

21
日　

仏
壮
夏
期
研
修
会

備龍会備龍会

　
　
　

備
龍
会
会
長　

山
下　

瑞
円

　
　
　
　
　
　
　
（
奥
組　

浄
福
寺
）　

　

第
24
代
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
奥
組

淨
福
寺
山
下
瑞
円
で
す
。
新
入
会
員
６

名
を
迎
え
、
現
在
63
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
の
良
き
伝
統
を
継
承
し

つ
つ
、若
手
僧
侶
な
ら
で
は
の
視
点
で
、

今
後
も
企
画
・
行
事
な
ど
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
随
時
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
45
歳
以
下
の
教
区
内
僧

侶
の
方
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
入
会
下

さ
い
。

　

４
年
後
が
当
会
発
足
よ
り
50
周
年
と

い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
教
区
内

ご
寺
院
の
皆
様
、
今
後
と
も
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

　

に
開
催
し
、
教
区
内
仏
壮
会
員
や
、
所

属
寺
住
職
な
ど
、
１
０
９
名
が
参
加
し

た
。
講
師
に
安
芸
教
区
布
教
団
・
寺
西

龍
象
副
団
長
（
安
芸
教
区
呉
東
組
真
光

寺
住
職
）
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
聞

く
と
こ
ろ
を
慶
び　

獲
る
と
こ
ろ
を
歎

ず
る
な
り
」
と
題
し
講
義
を
午
前
午
後

と
い
た
だ
い
た
。

　

仏
壮
連
盟
は
次
年
度
全
国
大
会
の
引

き
受
け
が
決
ま
っ
て
お
り
、
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
種
々
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
と
も
に
学
び
、
全
国
大
会

に
向
け
改
め
て
教
区
内
の
結
束
を
深
め

る
実
り
あ
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　

　

７
月
31
日
（
水
）、
ビ
ハ
ー
ラ
花
の

里
病
院
に
て
、
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
実
践
学

習
を
開
催
し
た
。実
践
学
習
に
先
立
ち
、

看
護
師
の
方
か
ら
熱
中
症
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
の
学
習
会
を
受
講
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
病
棟
に
分
か
れ
て
15
分

を
目
安
と
し
た
居
室
訪
問
を
行
っ
た
。

居
室
訪
問
で
は
、
利
用
者
の
方
々
へ
聴

き
手
と
し
て
の
寄
り
添
い
を
中
心
に
、

実
践
学
習
を
行
っ
た
。

　

居
室
訪
問
後
は
、
利
用
者
の
方
々
と

一
緒
に
、
法
話
会
に
て
お
聴
聞
の
時
間

を
い
た
だ
い
た
。

　
実
践
学
習
を
開
催ビ 

ハ 

ー 

ラ

▲寺西龍象副団長

jimu04
ハイライト表示
トル

jimu04
ハイライト表示
備後

jimu04
ハイライト表示
トル



 2019( 令和元）年 10 月 31 日　　　　(13)

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
谿
組
立
泉
寺
）

22
日　

連
区
所
長
議
長
組
長
代
表
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
芸
教
区
）

25
日　

矯
正
教
化
総
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
26
日
安
芸
教
区
）

27
日　

ま
こ
と
の
保
育
全
国
保
育
大
会

　
　
　
（
～
28
日
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）

30
日　

仏
婦
世
界
大
会
説
明
会

31
日　

ビ
ハ
ー
ラ
花
の
里
病
院
実
践
学
習

８
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

１
日   

合
同
学
習
会

６
日   

仏
婦
役
員
会

７
日   

門
推
世
話
人
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

20
日　

第
22
回
真
宗
講
座

21
日　

公
聴
会

22
日　

合
同
学
習
会

27
日　

布
教
団
研
修
旅
行
（
～
28
日
長

　
　
　

崎
五
島
列
島
）

29
日　

世
界
仏
婦
大
会
（
～ 

９
／
５
）

30
日　

門
推
全
体
会

９
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

２
日　

法
式
法
務
専
門
委
員
会

４
日　

ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
会

５
日　

合
同
学
習
会

７
日　

第
４
連
区
仏
壮
連
盟
連
絡
協
議 

　
　
　

会
（
～
８
日　

四
州
）

９
日　

合
同
学
習
会

10
日　

連
研
の
た
め
の
研
究
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

広報部は、ホームページやフェイスブッ
クを通して様々な情報発信を行います。
主な内容としては、会員のコラム、お寺
日和、活動レポート、各種案内などです。
僧侶と一般の方との接点は多くないのが
実状です。そのため、広報部ではホーム
ページを活用することによって多くの方
と接点をもち、僧侶や浄土真宗を身近に
感じていただけるような活動をしてまい
りたいと考えています。是非、備龍会ホー
ムページ にアクセスしてみください。
備龍会公式ホームページ
　http://biryukai.net/

研修部の主な活動は、仏教教養講座・連
続研修会「やさしく学ぶ正信偈」の開催、
研修旅行の企画です。仏教教養講座では
多方面でご活躍されているご講師のお話
を機縁として多くの方に仏縁を結んで頂
き、多角的な視点から仏教の深みを味
わって頂ければと画策しております。

「やさしく学ぶ正信偈」は、龍谷大学教授
玉木興慈先生をお招きし、時間をかけて
丁寧にご解説頂いております。皆様、お
誘い合わせの上、お気軽にご参加下さい。

会　

長

　

奥　
　

組
浄
福
寺　

山
下　

瑞
円

副
会
長
（
広
報
部
）

　

神  

石  

組
法
泉
寺　

川
上　

順
之

副
会
長
（
研
修
部
）

　

沼
隈
西
組
正
圓
寺　

石
川　

知
全

副
会
長
（
交
流
活
動
推
進
部
）

　

沼
隈
西
組
大
東
坊　

那
須　

智
雄

事
務
局
長

　

世  

羅  

組
正
満
寺　

島
津　

惠
航

会　

計

　

御
調
東
組
永
正
寺　

柿
原　

興
乘　

野球部・フットサル部では、年に 1 度開
催される全国大会での優勝を目指す活動
の中で、会員同士の親睦交流を図ります。
春には親善スポーツ大会を企画し、教区
内寺族・僧侶・関係者の親睦を深めます。
また月に 1 度、施設へ訪問し奉仕活動 ( 法
話など ) を行ない、会員の研鑽にも繋げ
ていきます。
当会では、以上教区内での交流にとどま
らず、他教区との交流の橋渡しなど、様々
な形で貢献していきたいと考えていま
す。

jimu04
ハイライト表示
トル

jimu04
ハイライト表示
トル
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今
後
の
予
定

10月

１日　連区布教使研修会（～ 2日四州教区）
２日　ビハーラ実践学習（新山荘）
３日　仏婦役員研修会（三次組　法正寺）　
４日　同朋三者懇話会（福山人権交流センター）
５日　中四国ブロック真宗青年のつどい（～
　　　6日　猫山）
８日　寺婦研修旅行（～９日　金沢）　
11日　おつとめ教室・勤式練習会
　　　全国講社ブロック講員研修会（～ 11日　松山）
18日　第平和のつどい（西部市民センター）
23日　子ども・若者ご縁づくり連絡協議会
24日　仏婦寺婦実践運動研修会
27日　第４連区門徒推進員実践運動研修会
　　　（～ 28日　倉敷）
29日　環境人権問題実地学習会
            （～ 30日　香川・徳島）
30日　臨時教区会
11月
１日　子ども・若者ご縁づくり推進委員会

６日　門徒総代会研修会（比婆組　妙延寺）
7日　　　〃　　（神辺文化センター）
11日　教堂常例法座
12日　同朋社会部会
13日　おつとめ教室・勤式練習会
15日　ビハーラ実践学習（寿園・相扶園）
22日　特別布教大会
29日　報恩講
12月
２日　門徒推進員聞法のつどい
６日　仏婦会員研修会
11日　教堂常例法座
12日　憲法問題学習会
　　　同朋社会部会
17日　連研履修者のつどい（世羅組　善行寺）
19日　門徒推進員念仏奉仕団（～ 20日）
23日　組長会
26日　第２３回真宗講座
28日　年末年始休暇（２８日午後～）

FM77.7MHz

放送時間  
月曜…午後６:10 頃
木曜…午後６:10 頃

　
　
　

第
８
回
全
国
保
護
司
会（
～
12
日
安
芸
）

12
日　

布
教
団
副
団
長
会
議

13
日　

ビ
ハ
ー
ラ
団
体
・
活
動
者
の
つ
ど
い

　
　
　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
研
修
協
議
会

　
　
　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
役
員
会

　
　
　

護
持
口
数
調
整
委
員
会

17
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

　
　
　

教
区
会
研
修
旅
行（
～
18
日
東
京
方
面
）

20
日　

仏
青
委
員
会

24
日　

合
同
学
習
会

26
日　

実
践
運
動
教
区
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

　
　
　

ク
ト
研
修
会

　
　
　

教
区
寺
院
振
興
対
策
委
員
会

　
　
　

組
長
会

30
日　

常
備
会

　

去
る
７
月
12
日
（
金
）
本
願
寺
広
島

別
院
に
て
専
如
ご
門
主
様
ご
臨
席
の
も

と
、「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
一
周
忌
法

要
」
が
勤
修
さ
れ
た
。
備
後
教
区
よ
り

も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
倉
敷
市
真

備
地
区
の
門
信
徒
、
備
中
里
組
の
寺
院

関
係
者
を
は
じ
め
、
各
組
組
長
な
ど
、

計
84
名
に
て
法
要
に
参
拝
し
た
。

▲◀安芸教区広島別院にて勤修された
一周忌法要
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奥　
　

組　

善
教
寺
様

　
　

よ
り
香
典
返
礼
を
頂
き
ま
し
た
。

得
度
許
可
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
　

  [

敬
称
略]

  [

敬
称
略]

教
師
授
与
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

芦  

田  

組　

西
敎
寺

　
　
　

長　

光
寿
（
釋
光
寿
）

　
　
　
　
　
（
平
成
31
年
３
月
28
日
付
）

沼
隈
南
組　

善
正
寺

　
　
　

那
須　

英
裕
（
釋
英
裕
）

　
　
　
　
　
（
令
和
元
年
７
月
24
日
付
）

深  
津  
組　

正
福
寺

　
　
　

廣
田　

一
心
（
釋
一
心
）

御
調
東
組　

尊
光
寺

　
　
　

武
田　

道
俊
（
釋
道
俊
）

　
　
　
　
　
（
平
成
31
年
３
月
15
日
付
）

沼
隈
西
組　

善
立
寺

　
　
　

内
海　

一
惠
（
釋
一
華
）

　
　
　
　
　
（
令
和
元
年
６
月
15
日
付
）

　

少
子
・
高
齢
・
過
疎
化
社
会
と
は
、

単
に
人
口
が
少
な
く
な
る
と
い
う
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
教
育
・

福
祉
・
介
護
・
地
域
づ
く
り
・
防
災
な

ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
専

敬　

弔

お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

  [

敬
称
略]

香
典
返
礼
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

メールアドレス

h2012@bingo.gr.jp
ホームページアドレス

http:/bingo.gr.jp/

奥　
　

組　

善
教
寺　

前
坊
守

　
　
　
　

髙
下　

都
（
６
月
５
日
寂
）

芦  

田  

組　

西
敎
寺　

前
住
職

　
　
　
　

長　

徹
州
（
６
月
27
日
寂
）

備
中
里
組　

高
運
寺　

前
坊
守

本
願
寺
備
後
教
堂
（
毎
月
11
日
）

　

常
例
法
座
案
内

　
　
　
　
出
講
者
（
敬
称
略
）

11
月　
「
ま
こ
と
の
言
葉
に
遇
う
」

　
　
　
　

芦  

田  

組　

西
法
寺

　
　
　
　
　
　

亀
山　

照
枝

12
月　
「
臨
終
は
幕
開
け
!?
」

　
　
　
　

三  

次  

組　

西
覺
寺

　
　
　
　
　
　

伊
川　

大
慶

１
月　
『「
他
力
」
故
の
お
救
い
』

　
　
　
　

沼
隈
西
組　

正
圓
寺

　
　
　
　
　
　

石
川　

知
全

２
月　
「
私
の
中
の
仏　

仏
の
中
の
私
」

　
　
　
　

三  

谿  

組　

正
法
寺

　
　
　
　
　
　

小
武　

秀
道

３
月　
「
泥
の
中
の
華
」

　
　
　
　

三  

次  

組　

専
正
寺

　
　
　
　
　
　

深
水　

顕
真

　
　
　
　

塩
田　

恒
江（
９
月
７
日
寂
）

沼
隈
南
組　

寶
福
寺　

前
坊
守

　
　
　
　

延
廣　

久
惠（
10
月
１
日
寂
）

門
家
・
専
門
職
・
団
体
役
員
に
任
せ
て

す
む
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
単
な
る
評
論
家
で
終
わ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の

主
人
公
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
持
ち
寄
っ
て
地

域
を
担
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
大
転

換
を
意
味
し
て
い
ま
す
▲
各
教
化
団
体

の
活
動
が
、
単
に
寺
院
を
支
え
る
と
い

う
狭
い
範
囲
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な

く
、
地
域
や
次
世
代
へ
と
波
及
効
果
が

広
が
る
こ
と
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
そ
の
根
底
に
、「
本
当
は
ど
う
あ

り
た
い
か
」
と
自
ら
に
問
い
、
阿
弥
陀

さ
ま
の
願
い
に
た
ず
ね
て
い
く
営
み
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
．
Ｋ
）

会
館
休
館
日

左
記
の
期
間
、
教
務
所
業
務
を

休
み
ま
す
。

　

12
月
28
日
（
土
）
～

　

１
月
６
日
（
日
）

※
死
亡
届
は
組
長
さ
ん
を
通
し

　

て
本
山
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

『教区報』の編集にあたり、皆様のご

意見やご感想、情報の提供をお待ち

しています。教区報専門委員会まで、

ご一報ください。
 　　℡ (０８４)９２４ -５７５９
  　fax (０８４)９３１ -９３２３
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●
発

行
所

　
備

後
教

区
教

務
所

 〒
720-0052　

福
山

市
東

町
2

‐
4

‐
5　

　
●

発
行

人
　

教
務

所
長

　
菅

原
　

順
昭

　
　

　
●

編
集

　
教

区
報

専
門

委
員

会

▲サンフランシスコ仏教協会

▲備後教区スタッフ（教区内 11 園にて全国大会の運営をおこないました）

▲武蔵野大学・西本照真学長

▲藤間幹夫布教使（深津組光明寺）

▲京都造形芸術大学
　　齋藤亜矢准教授

▲夕食懇親会の様子（福山ニューキャッスルホテル）

▶
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

二
階
堂
和
美
坊
守

　

４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
世
界
仏

教
婦
人
会
大
会
が
、
ご
門
主
ご
臨
席

の
も
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
マ
リ

オ
ッ
ト
マ
ー
キ
ス
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
北
米
・
カ
ナ
ダ
・
ハ
ワ
イ
開
教

区
及
び
日
本
か
ら
総
勢
約
１
５
０
０

名
の
仏
教
婦
人
が
集
っ
た
。

　

日
本
か
ら
は
約
７
０
０
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。
備
後
教
区
か
ら
の
参
加

者
26
名
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
仏

教
会
訪
問
や
ラ
ス
ベ
ガ
ス
観
光
等
を

含
め
、
６
泊
８
日
の
行
程
で
団
参
を

組
み
、充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
。

▲大会会場マリオットマーキス




